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1 ごあいさつ
お客様各位

STIHL 製品をご購入いただき、誠にありがとうご
ざいます。弊社では、お客様のご要望を満たす高
品質の製品を開発し、製造しております。弊社の
製品は、極端な条件下においても高い信頼性が発
揮されるよう設計されております。

STIHL 社は上質なサービスでも定評があります。
弊社販売店は、お客様にご満足いただける助言や
商品説明だけでなく、広範なサービスサポートも
提供しております。

STIHL 社は天然資源を持続可能かつ責任ある方
法で利用することに尽力しており、この方針を明
示しています。本取扱説明書は、製品の長きに渡
る耐用年数において、お客様が STIHL 製品を安
全かつ環境に優しい方法で使用するのに役立つ
よう考えられています。

弊社をご愛顧いただきまして有難うございます。
今後とも STIHL 製品をご愛用いただきますよう
お願い申し上げます。

Dr. Nikolas Stihl

重要！初めて使用する前に取扱説明書をお読み
ください。取扱説明書は、必要なときに参照でき
るよう安全な場所に保管してください。

2 はじめに
2.1 適用文書
現地の安全規則が適用されます。
► この取扱説明書に加えて以下の文書を読み、内

容を理解し、保管してください：
– 使用するキャリングシステムの取扱説明書
– バッテリー STIHL AR の取扱説明書
– 接続ケーブル付きベルトバッグ AP の取扱

説明書
– バッテリー STIHL AP の安全上の注意事項
– 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500 の

取扱説明書
– STIHL バッテリーとバッテリー内蔵型製品

の安全上の注意事項：www.stihl.com/safety-
data-sheets

STIHL コネクテッド、互換性のある製品とよくあ
る質問に関する詳細情報については、
www.connect.stihl.com をご覧になるか、STIHL
サービス店にお尋ねください。

Bluetooth®文字商標および図形商標（ロゴ）は、
Bluetooth SIG, Inc の登録商標かつ所有物です。
STIHL によるこの文字商標・図形商標の使用は、
どの場合でもライセンスのもとで行われていま
す。

マークが付いたバッテリーには、Bluetooth®無
線通信インターフェースが備わっています。各
地での使用上の制限（航空機や病院内など）に従
う必要があります。

2.2 本書内の警告表示

警告
■ 重傷または死亡の原因となるおそれのある危

険を示しています。
► 記載されている対策を講じると、重傷また

は死亡事故を防ぐことができます。
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注記

■ 物的損害の原因となるおそれのある危険を示
しています。
► 記載されている対策を講じると、物損事故

を防ぐことができます。

2.3 本文中の記号
この記号は、本取扱説明書の章を示します。

3 概要
3.1 高枝カッター STIHL HTA 135

とバッテリー
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1 ハンドルホース
ハンドルホースは、高枝カッターの保持と制
御に使用します。

2 シャフト
シャフトによって全部品が連結されます。

3 クランプナット
クランプナットを使用して、シャフト長さを
調整します。

4 チェンスプロケット
チェンスプロケットはソーチェンを駆動させ
る歯車です。

5 テンショニングスクリュー
テンショニングスクリューは、チェーンの張
りを調整するためのものです。

6 オイルタンクキャップ
オイルタンクキャップを使用してオイルタン
クに蓋をします。

7 ガイドバー
ガイドバーに沿ってソーチェンが伸びていま
す。

8 ソーチェン
ソーチェンは木材を切断します。

9 リミットストップ
リミットストップによって、作業中に高枝カ
ッターが木材のところで支えられます。

10 チェンスプロケットカバー
チェンスプロケットカバーはチェンスプロケ
ットを覆い、ガイドバーを高枝カッターに固
定します。

11 ナット
ナットはチェンスプロケットカバーを高枝カ
ッターに固定します。

12 マーキングライン
マーキングラインを使用してソーチェンを正
確に当てることができます。

13 チェンガード
チェンガードは使用者をソーチェンとの接触
から保護します。

14 バッテリー
高枝カッターにはバッテリーから電力が供給
されます。

15 LED
LED はバッテリーの充電状態と障害を表示し
ます。

16 プッシュボタン
プッシュボタンを押すと、バッテリーの LED
が有効になります。Bluetooth®無線インター
フェース（装備されている場合）がオン・オ
フになります。

17 LED「BLUETOOTH®」（ マークが付いたバ
ッテリーの場合のみ）
LED は Bluetooth®無線インターフェースの
オン・オフを表示します。

18 ロッキングレバー
ロッキングレバーを使用して、バッテリーを
バッテリーコンパートメントの中に保持しま
す。

19 バッテリーコンパートメント
バッテリーコンパートメントにバッテリーを
挿入します。

3 概要 日本語
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20 カバー 1

カバーはスマートコネクター 2 A の代替品と
して機能します。

21 コントロールハンドル
コントロールハンドルは、高枝カッターの操
作、保持、制御に使用します。

22 トリガーロックアウト
トリガーロックアウトを使用して、トリガー
のロックを解除します。

23 リリーススライド
リリーススライドは、高枝カッターのスイッ
チを入れるためのものです。

24 LED
LED は高枝カッターの状態を表示します。

25 クリップ
クリップは、キャリングシステムを掛けるた
めのものです。

26 トリガー
トリガーを使用して、高枝カッターのスイッ
チをオン・オフにします。

27 エアフィルター
エアフィルターは、エンジンが吸い込んだ空
気をろ過します。

28 ベース
ベースは高枝カッターを床に置くためのもの
です。

# マシン番号が記載された出力ラベル

3.2 記号
この記号は高枝カッターおよびバッテリーで見
受けられ、その意味は以下の通りです：

この位置ではクランプナットのロックが解
除されています。シャフトを引き出すこと
ができます。
この位置ではクランプナットがロックされ
ています。シャフトを引き出すことはでき
ません。

この記号は、ソーチェン粘着オイルのオイ
ルタンクを示しています。

この記号は、ソーチェンの回転方向を
示しています。

ソーチェンを張るための回転方向

1 つの LED が赤色に点灯する。バッテ
リーの温度が高すぎるか低すぎます。

この記号は、リリーススライドを示してい
ます。

4 つの LED が赤色で点滅する。バッテ
リー内部に障害があります。

バッテリーに Bluetooth®無線通信インター
フェースが備わっており、STIHL コネクテ
ッドアプリと接続することができます。
記号の横にある数値は、セルメーカーの仕
様に基づいたバッテリーのエネルギー容量
を示しています。使用時に利用できるエネ
ルギー容量はそれより小さくなっていま
す。
製品を家庭ごみと一緒に廃棄しないでくだ
さい。

4 安全に関する重要事項
4.1 警告マーク
高枝カッターまたはバッテリー上の警告マーク
の意味は以下の通りです：

安全上の指示とその対策を遵守してく
ださい。

取扱説明書を読み、内容を理解し、保
管してください。

保護メガネ、聴力保護具と保護ヘルメ
ットを着用してください。

防護ブーツを着用してください。

作業用手袋を着用してください。

安全な距離を維持してください。

作業中断中、運搬中、保管中、メンテ
ナンス・修理中はバッテリーを取り出
してください。

1 カバーはエンジンハウジングの一部です。カバーの取外しは、スマートコネクター 2 A の取付けのた
めだけに行い、後に再び取り付けることができるように大切に保管してください。高枝カッターは、
必ずカバーまたはスマートコネクター 2 A を装着して使用してください。

日本語 4 安全に関する重要事項
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バッテリーを熱や火から保護してくだ
さい。

バッテリーを液体に浸さないようにし
てください。

4.2 正しい使用方法
高枝カッター STIHL HTA 135 は高木の剪枝や高
木の枝の切り戻しに使用します。

高枝カッターは伐採には使用しないでください。

高枝カッターは雨天時にも使用することができ
ます。

高枝カッターには、バッテリー STIHL AP または
STIHL AR から電力が供給されます。

マークが付いたバッテリーでは、STIHL コネク
テッドアプリと組み合わせて、Bluetooth®テクノ
ロジーに基づいてバッテリーに関する情報をパ
ーソナライズして転送することができます。

警告
■ STIHL が高枝カッター用に許可していないバ

ッテリーを使用すると、火災や爆発に至る可能
性があります。人員が重傷または致命傷を負
い、物的損害に至る可能性があります。
► 高枝カッターはバッテリー STIHL AP また

は STIHL AR と共に使用してください。
■ 高枝カッターまたはバッテリーを正しく使用

しないと、人員が重傷または致命傷を負い、物
的損害に至る可能性があります。
► 高枝カッターは、この取扱説明書の記載通

りに使用してください。
► バッテリーは、この取扱説明書、バッテリ

ー STIHL AR の取扱説明書、STIHL コネク
テッドアプリそして www.connect.stihl.com
の記載通りに使用してください。

4.3 作業者

警告
■ 適切な研修または指導を受けていない使用者

は、高枝カッターとバッテリーの使用に伴う危
険の認識や認知ができません。使用者または
他の人員が重傷または致命傷を負うおそれが
あります。

► 取扱説明書をよくお読みいただき、
ご理解ください。また取扱説明書は
必ず保管してください。

► 高枝カッターまたはバッテリーを譲渡する
場合：必ずこの取扱説明書を一緒に手渡し
てください。

► 使用者が以下の必要条件を満たしているか
確認してください：
– 十分な休息をとっている。
– 使用者は、高枝カッターとバッテリーを

操作するために適切な身体的かつ精神
的な状態にある必要があります。使用
者の身体的、感覚的、または精神的機能
が制限されている場合、その使用者は責
任者の監督の下で、または責任者による
指導どおりにのみ作業することができ
ます。

– 使用者は高枝カッターとバッテリーの
使用に伴う危険を認識し、認知すること
ができる。

– 法定年齢に達しているか、国の規則や規
制に従い、監督下で職業訓練を受けた。

– 使用者は、初めて高枝カッターを使用す
る前に、STIHL サービス店またはその他
の経験豊富な使用者から指導を受けて
ください。

– アルコールまたは薬物の影響を受けて
いない。

► ご不明な点があれば：STIHL サービス店に
お問い合わせください。

4.4 衣服と装備

警告
■ 操作中、長髪は高枝カッターに吸い込まれるこ

とがあります。それにより重傷を負うおそれ
があります。
► 長髪は結び、肩よりも高い位置でまとめて

ください。
■ 作業中は、物体が高速で飛散することがありま

す。それにより負傷するおそれがあります。
► 確実にフィットする保護メガネを着

用してください。欧州基準 EN 166
または日本の基準に従って試験さ
れ、ラベルが付けられている適切な
保護メガネが販売されています。

■ 操作中は騒音が発生します。騒音は聴力障害
の原因になるおそれがあります。

► イヤープロテクターを着用してくだ
さい。

■ 落下物で頭部を負傷するおそれがあります。
► ヘルメットを着用してください。

■ 作業中は、粉塵が巻き上げられることがありま
す。巻き上げられた粉塵は気道を傷付け、アレ
ルギー反応を引き起こすおそれがあります。
► 粉塵が発生するときは、防塵マスクを着用

してください。

4 安全に関する重要事項 日本語
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■ 不適切な衣服は木や茂み、または高枝カッター
に絡まる可能性があります。適切な保護装備
を着用しないと、重傷を負うおそれがありま
す。
► 体にぴったりフィットする衣服を着用して

ください。
► スカーフや装身具は外してください。

■ 作業中、使用者は木材で負傷するおそれがあり
ます。清掃中または整備中にソーチェンに接
触するおそれがあります。それにより負傷す
るおそれがあります。

► 耐切創手袋を着用してください。

■ 不適切な履物を履くと、滑るおそれがありま
す。それにより負傷するおそれがあります。

► 靴底が滑らず、頑強な作りの足が露
出しない靴を着用してください。

4.5 作業エリアおよび周辺環境
4.5.1 高枝カッター

警告
■ 見物人、子供、動物は、高枝カッターまたは飛

散物の危険の認識や評価ができません。それ
により見物人、子供、動物が重傷を負ったり、
物的損害につながったりするおそれがありま
す。

► 見物人、子供、動物は作業エ
リアから 15 m の範囲内に入
らせないでください。

► 器物から 15 m の間隔を維持してください。
► 絶対に高枝カッターを無人のまま放置しな

いでください。
► 子供が高枝カッターで遊ばないよう注意し

てください。
■ 高枝カッターの電気部品から火花が発生する

ことがあります。引火や爆発が起きやすい環
境下では、火花によって火災や爆発が起きるこ
とがあります。重傷や致命傷を負ったり、器物
が損壊したりするおそれがあります。
► 引火または爆発が起きやすい環境下では、

作業しないでください。

4.5.2 バッテリー

警告
■ 関係者以外、子供および動物は、バッテリーの

危険性について認識することも判断すること

もできません。関係者以外、子供および動物が
重傷を負う可能性があります。
► 関係者以外、子供および動物が近づかない

ようにしてください。
► バッテリーを誰もいないところに放置しな

いでください。
► 子供がバッテリーで遊ばないように安全を

確保してください。
■ バッテリーは、すべての周囲条件に対して保護

されているわけではありません。バッテリー
が特定の環境要因にさらされると、バッテリー
が発火・爆発したり、修理不能な損傷を受けた
りするおそれがあります。それにより、重傷を
負ったり物的損害につながったりする可能性
があります。

► バッテリーを熱や火から保護してく
ださい。

► バッテリーを火の中に投げ込まない
でください。

► バッテリーは、規定の温度範囲を超える環
境下で充電、使用および保管しないように
してください、  20.5。

► バッテリーを液体に浸さないように
してください。

► バッテリーを小さな金属部品に近づけない
でください。

► バッテリーを高圧にさらさないでくださ
い。

► バッテリーをマイクロ波にさらさないでく
ださい。

► バッテリーを化学物質や塩分から保護して
ください。

4.6 安全に関する条件
4.6.1 高枝カッター
高枝カッターは、以下の条件が満たされている場
合、安全な状態です：
– 高枝カッターが損傷していない。
– 高枝カッターが清潔な状態にある。
– 操作部が正常に作動し、改造されていない。
– チェンの潤滑が正常に行われている。
– チェンスプロケットの摩耗の深さが 0.5 mm

未満。
– 本書内で推奨されているガイドバーとソーチ

ェンの組み合わせが装着されている。
– ガイドバーとソーチェンが適切に装着されて

いる。
– ソーチェンの張りが適正になっている。
– 本高枝カッターモデル用に設計された STIHL

純正アクセサリーだけが取り付けられている。
– アクセサリーが適切に取り付けられている。
– オイルタンクが密閉されている。

日本語 4 安全に関する重要事項
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警告
■ 安全な状態にない場合、部品が正常に作動しな

くなるか、安全装置が作動しなくなるおそれが
あります。その結果、重傷や致命傷を負うおそ
れがあります。
► 損傷している高枝カッターは使用しないで

ください。
► 高枝カッターが汚れた場合は、高枝カッタ

ーを清掃してください。
► 高枝カッターを改造しないでください。例

外：本書内で推奨されているガイドバーと
ソーチェンの組み合わせの装着。

► 操作部が正常に作動しない場合：高枝カッ
ターを使用しないでください。

► 必ず本高枝カッターモデル用に設計された
STIHL 純正アクセサリーを取り付けてくだ
さい。

► ガイドバーとソーチェンは本取扱説明書に
従って取り付けてください。

► アクセサリーは、本取扱説明書またはアク
セサリーに付属する取扱説明書に従って装
着してください。

► 高枝カッターの開口部には絶対に物を差し
込まないでください。

► オイルタンクキャップを閉めてください。
► 摩耗するか、損傷したラベルは交換してく

ださい。
► ご不明な点は、STIHL サービス店へお問い

合わせください。

4.6.2 ガイドバー
ガイドバーは、以下の条件が満たされている場
合、安全な状態です：
– ガイドバーが損傷していない。
– ガイドバーが変形していない。
– 溝の最小深さが維持されている。  20.3
– バーレールからバリが取り除かれている。
– バーの溝が狭められたり、広がったりしていな

い。

警告
■ ガイドバーが安全な状態にないときは、ソーチ

ェンは適切に支持されず、正常に導かれなくな
ります。回転するソーチェンがガイドバーか
ら飛び出すおそれがあります。その結果、重傷
または致命傷を負うおそれがあります。
► ガイドバーは必ず損傷のない状態で使用し

てください。
► 溝の深さが最小深さ以下の場合：新品ガイ

ドバーを取り付けてください。
► 毎週、ガイドバーからバリを取り除いてく

ださい。
► ご不明な点があれば：最寄りの STIHL サー

ビス店にご連絡ください。

4.6.3 ソーチェン
ソーチェンは、以下の条件が満たされている場
合、安全な状態です：
– チェンが損傷していない。
– チェンが適切に目立てされている。
– カッターのサービスマークがまだ見えている。

警告
■ 部品が安全要件を満たしていない場合は、正常

に作動しなくなるか、安全装置が作動しなくな
るおそれがあります。その結果、重傷または致
命傷を負うおそれがあります。
► ソーチェンは必ず損傷のない状態で使用し

てください。
► チェンを適切に目立てしてください。
► ご不明な点があれば：STIHL サービス店に

サポートを依頼してください。

4.6.4 バッテリー
バッテリーは、以下の条件が満たされている場合
に安全な状態となります：
– バッテリーが損傷していない。
– バッテリーが清潔かつ乾燥した状態にあるこ

と。
– バッテリーが正常に機能し、改造されていな

い。

警告
■ 安全な状態ではない場合、バッテリーが安全に

機能しなくなる可能性があります。重傷を負
う可能性があります。
► 損傷がなく、正常に機能するバッテリーを

使用して作業してください。
► 損傷または故障しているバッテリーは充電

しないでください。
► バッテリーが汚れている場合：バッテリー

を清掃してください。
► バッテリーが濡れているか湿っている場

合：バッテリーを乾かしてください、  
20.6。

► バッテリーを改造しないでください。
► バッテリーの開口部に物を差し込まないで

ください。
► バッテリーの電気接点を金属製品と接続す

ること、ならびに短絡することは控えてく
ださい。

► バッテリーを開けないでください。
► 摩耗や損傷のあるラベルは交換してくださ

い。
■ 損傷したバッテリーから液体が漏れることが

あります。この液体が皮膚や目に触れると、皮
膚や目が炎症を起こす可能性があります。
► 液体に触れないようにしてください。
► 皮膚に触れてしまった場合：大量の石鹸と

水で接触した皮膚部分を洗い流してくださ
い。

4 安全に関する重要事項 日本語
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► 目に触れてしまった場合:大量の水で 15 分
以上洗眼し、医師の診察を受けてください。

■ 損傷や欠陥のあるバッテリーは、異臭を放った
り、煙が出たり、燃えたりすることがありま
す。人員が重傷または致命傷を負い、物的損害
に至る可能性があります。
► バッテリーから異臭がする、または煙が出

ている場合：バッテリーの使用を中断し、
可燃物から遠ざけてください。

► バッテリーが燃えている場合：消火器また
は水を使用して、バッテリーの消火を試み
てください。

4.7 操作
4.7.1 鋸断

警告
■ 緊急時に助けを呼ぶことができるよう、他の作

業者に声が届く範囲内で常に作業してくださ
い。
► 声に反応して駆けつけることができる作業

者を作業エリア外に確保してください。
■ 特定の条件下では、使用者は作業に集中できな

くなることがあります。使用者が高枝カッタ
ーの制御を失ったり、つまずいたり、転倒した
りし、重傷を負うおそれがあります。
► 常に冷静に作業を計画してください。
► 明るさと視界が不十分な場合：高枝カッタ

ーを使用しないでください。
► 高枝カッターは一人で操作してください。
► 障害物に注意してください。
► 地面に立ち、バランスを保ちます。高所で

作業を行う必要がある場合：昇降式の移動
作業台または安定した足場を使用してくだ
さい。

► 疲労を感じたときは：休憩を取ってくださ
い。

■ 回転するソーチェンでケガをすることがあり
ます。それにより重傷を負うおそれがありま
す。
► 回転するソーチェンには触れないでくださ

い。
► ソーチェンに障害物が挟まった場合：高枝

カッターのスイッチをオフにし、バッテリ
ーを取り外してから障害物を取り除いてく
ださい。

■ 回転するソーチェンは熱を持ち、膨張します。
十分に潤滑し、張り具合を調整しないと、ソー
チェンがガイドバーから外れるか、破断するこ
とがあります。それにより重傷を負ったり、物
的損害につながったりするおそれがあります。
► チェンオイルを使用してください。
► 作業中は、ソーチェンの張りを定期的に点

検します。ソーチェンの張りが不十分な場
合：ソーチェンを張ります。

■ 操作中に高枝カッターの動作が変化するか、異
常を感じたときは、機械がもはや安全な状態に
ない可能性があります。それにより重傷を負
ったり、物的損害につながったりするおそれが
あります。
► 作業を中止し、バッテリーを取り外し、

STIHL サービス店に連絡してください。
■ 高枝カッター使用中は、振動が生じることがあ

ります。
► 手袋を着用してください。

► 休憩を取ってください。
► 血行障害の兆候が現れた場合：医師の診察

を受けてください。
■ 回転中のソーチェンが硬い物に当たると、火花

が発生することがあります。周囲の可燃物が
火花によって引火すことがあります。重傷や
致命傷を負ったり、器物が損壊したりするおそ
れがあります。
► 可燃物が周囲にある環境下では高枝カッタ

ーを使用しないでください。
■ トリガースイッチを放してもソーチェンはし

ばらく回転し続けます。回転するソーチェン
でケガをするおそれがあります。それにより
重傷を負うことがあります。
► 高枝カッターを両手で確実に保持し、ソー

チェンが停止するまで待ちます。
■ 緊急時は使用者がパニックに陥り、キャリング

システムを背中から降ろさないことがありま
す。それにより重傷を負うおそれがあります。
► キャリングシステムの降ろし方を練習して

ください。

警告

B
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■ 張力が加わっている樹木の切断中は、ガイドバ
ーが挟まることがあります。使用者が高枝カ
ッターの制御を失い、重傷を負うおそれがあり
ます。
► まず圧縮がかかっている側 (A) に負荷軽減

カット (1) を入れ、次に張力がかかっている
側 (B) を切断します (2)。
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危険
■ 通電中の電線の近くで作業を行うと、ソーチェ

ンを誤ってケーブルに接触させ、損傷させてし
まうことがあります。それにより重傷または
致命傷を負うおそれがあります。

► 通電中の電線から常に 15  m の間隔
を維持してください。

4.7.2 枝打ち

max 60°
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00
09
72
94
_0
01

警告
■ 枝払い中は、切り落とした枝が地面に落下する

ことがあります。それにより重傷を負うおそ
れがあります。
► 切断中の枝の下に立たないでください。
► シャフトの角度を水平から 60°以内になる

よう維持してください。

4.8 反発力
4.8.1 キックバック
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キックバックは、以下の理由で生じることがあり
ます：
– ガイドバー先端上部 1/4 の部分で回転するソ

ーチェンが硬い物体に触れ、急停止した。
– 回転するソーチェンがバー先端部で挟まった。

警告
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■ キックバックが生じると、高枝カッターは跳ね
上がり、作業者の方向に戻ってきます。ユーザ
ーが高枝カッターの制御を失い、重傷を負うお
それがあります。
► 必ず両手でしっかりと高枝カッターを保持

してください。
► 体を常にカッティングアタッチメントの面

から離してください。
► 本取扱説明書に記載されている推奨作業方

法に従ってください。
► バーの先端上部 1/4 部分を使用して切断し

ないでください。
► 必ず適切に目立てをし、張り具合を調整を

したソーチェンで切断してください。
► キックバック低減ソーチェンを使用してく

ださい。
► 先端部の径が小さいガイドバーを使用して

ください。
► 常にチェンを最高速で作動させて切断して

ください。

4.8.2 プルイン
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バーの下部を切断に使用すると、高枝カッターが
作業者から遠ざかる方向に引かれます。

警告
■ 回転するチェンが硬い物体に当ったり、急に挟

まれたりすると、高枝カッターが作業者から遠
ざかる方向に唐突に引っ張られることがあり
ます。ユーザーが高枝カッターの制御を失い、
重傷を負うおそれがあります。
► 必ず両手でしっかりと高枝カッターを保持

してください。
► 本取扱説明書に記載されている推奨作業方

法に従ってください。

4 安全に関する重要事項 日本語
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► ガイドバーは切り口の中でねじらないでく
ださい。

► ストップを適切に使用してください。
► 常にチェンを最高速で作動させて切断して

ください。

4.8.3 プッシュバック
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バーの上部を切断に使用すると、高枝カッターが
作業者の方向に押し戻されます。

警告
■ 回転するチェンが硬い物体に当ったり、急に挟

まれたりすると、高枝カッターが作業者の方向
に唐突に押し戻されることがあります。ユー
ザーが高枝カッターの制御を失い、重傷を負う
おそれがあります。
► 必ず両手でしっかりと高枝カッターを保持

してください。
► 本取扱説明書に記載されている推奨作業方

法に従ってください。
► ガイドバーは切り口の中でねじらないでく

ださい。
► 常にチェンを最高速で作動させて切断して

ください。

4.9 運搬
4.9.1 高枝カッター

警告
■ 高枝カッターは運搬中に倒れたり、ずれたりす

るおそれがあります。負傷したり、器物が損壊
したりするおそれがあります。

► バッテリーを取り外してください。

► ガイドバーを完全に覆うようにチェンガー
ドを取り付けます。

► 転れたり、ずれたりしないよう、高枝カッ
ターを固定ストラップまたはネットで固定
します。

4.9.2 バッテリー

警告
■ バッテリーは、すべての周囲条件に対して保護

されているわけではありません。特定の周囲
条件にさらされると、バッテリーは破損し、物
的損害が生じるおそれがあります。
► 破損したバッテリーは絶対に輸送しないで

ください。
■ バッテリーは輸送中に倒れたり、ずれたりする

おそれがあります。それにより重傷を負った
り、物的損害につながったりするおそれがあり
ます。
► バッテリーは、内部で固定が可能なパッケ

ージを使用して輸送してください。
► パッケージが動かないように固定してくだ

さい。

4.10 保管
4.10.1 高枝カッター

警告
■ 子供は高枝カッターの危険の認識や評価がで

きず、重傷を負うおそれがあります。
► バッテリーを取り外してください。

► ガイドバーを完全に覆うようにチェンガー
ドを取り付けます。

► 高枝カッターは子供の手の届かないところ
に保管してください。

■ 湿気によって高枝カッターの電気接点や金属
製部品が腐食することがあります。それによ
り高枝カッターが損傷することがあります。

► バッテリーを取り外してください。

► 高枝カッターは、清潔な乾いた状態で保管
してください。

4.10.2 バッテリー

警告
■ 子供は、バッテリーの危険の認識や評価ができ

ません。子供は重傷を負う可能性があります。
► バッテリーは子供の手の届かないところに

保管してください。
■ バッテリーは、すべての周囲条件に対して保護

されているわけではありません。特定の周囲
条件にさらされると、バッテリーが修理不能な
損傷を受けるおそれがあります。
► バッテリーは清潔な乾燥した状態で保管し

てください。
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► バッテリーは密閉空間に保管してくださ
い。

► バッテリーは高枝カッターから分離して保
管してください。

► バッテリーを充電器に入れて保管する場
合：電源プラグを引き抜いて、バッテリー
を 40 %～60 %（緑色で点灯している LED
が 2 つある状態）の充電レベルで保管して
ください。

► バッテリーは、規定の温度範囲を超える環
境下で保管しないでください、  20.5。

4.11 清掃、整備、修理

警告
■ バッテリーを取り付けたままにしておくと、清

掃、整備、または修理時に高枝カッターが偶発
的に始動するおそれがあります。それにより
重傷を負ったり、物的損害につながったりする
おそれがあります。

► バッテリーを取り外してください。

■ 刺激の強い洗浄剤、高圧洗浄機、または尖った
物体は、高枝カッター、ガイドバー、ソーチェ
ン、およびバッテリーを損傷させるおそれがあ
ります。高枝カッター、ガイドバー、ソーチェ
ン、バッテリーを適切に清掃しないと、部品が
正常に機能しなくなるか、安全装置が働かなく
なるおそれがあります。それにより重傷を負
うことがあります。
► 高枝カッター、ガイドバー、ソーチェン、

バッテリーは、本書に記載されているとお
りに清掃してください。

■ 高枝カッター、ガイドバー、ソーチェン、バッ
テリーを適切に整備または修理しないと、部品
が正常に機能しなくなるか、安全装置が働かな
くなるおそれがあります。重傷または致命傷
を負うおそれがあります。
► 高枝カッターまたはバッテリーの整備また

は修理を試みないでください。
► 高枝カッターまたはバッテリーに整備や修

理が必要になったときは：STIHL サービス
店にお問い合わせください。

► ガイドバーとソーチェンの整備や修理時
は、本取扱説明書に従ってください。

■ ソーチェンの清掃中や整備中に、鋭利なカッタ
ーでケガをする場合があります。それにより
負傷するおそれがあります。

► 耐切創手袋を着用してください。

5 高枝カッターの使用準備
5.1 高枝カッターの使用準備
毎回作業を開始する前に、以下の手順を踏む必要
があります：
► 以下の部品が安全な状態にあることを確認し

てください：
– 高枝カッター、  4.6.1。
– ガイドバー、  4.6.2。
– ソーチェン、  4.6.3。
– バッテリー、  4.6.4。

► バッテリーを点検してください、  11.6。
► 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500 の取

扱説明書の記載通りにバッテリーをフル充電
してください。

► 高枝カッターを清掃してください、  16.1。
► 高枝カッターを組み立ててください、  8.1。
► クリップを取り付けてください、  8.2。
► ベースを取り付けてください、  8.3。
► ガイドバーとソーチェンを取り付けてくださ

い、  8.4.1。
► ソーチェンを張ってください、  8.5。
► ソーチェン粘着オイルを給油してください、

 8.6。
► シャフト長さを調整してください、  12.1。
► クリップの位置を合わせてください、  12.2。
► キャリングシステムを取り付け、調整してくだ

さい、  12.3。
► 操作部をテストしてください、  11.4。
► チェンの潤滑状態を点検してください、  

11.5。
► この手順を踏むことができない場合：高枝カッ

ターの使用を中止して、STIHL サービス店まで
ご来店ください。

5.2 Bluetooth®無線通信インターフ
ェース搭載バッテリーと
STIHL コネクテッドアプリの
接続

► 携帯端末機器の Bluetooth®無線インターフェ
ースをオンにしてください。

► バッテリーの Bluetooth®無線インターフェー
スをオンにしてください、  7.1。

► アプリストアから STIHL コネクテッドアプリ
を携帯端末機器にダウンロードして、アカウン
トを作成してください。

► STIHL コネクテッドアプリを開いて、ログイン
してください。

► バッテリーを STIHL コネクテッドアプリに追
加して、画面の指示に従ってください。

連絡先やその他の情報は、https://
support.stihl.com または STIHL コネクテッドア
プリに記載されています。
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STIHL コネクテッドアプリが利用できるかどう
かは市場によって異なります。

6 バッテリーの充電、LED
6.1 バッテリーの充電
充電時間は、バッテリーの温度や周囲温度などの
様々な要因によって異なります。性能を最適に
保つには、推奨温度範囲を守ってください、  
20.6。実際の充電時間は、記載されている充電時
間とは異なる場合があります。充電時間は
www.stihl.com/charging-times に記載されていま
す。
► 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500 の取

扱説明書の記載通りにバッテリーを充電して
ください。

6.2 充電残量を表示する
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20-40%

40-60%

60-80%

80-100%

0-20%

1

► ボタン (1) を押します。
LED が約 5 秒間緑色で点灯し、充電状態が表
示されます。

► 右側の LED が緑色で点滅した場合は、バッテ
リーを充電してください。

6.3 バッテリーの LED
LED は、充電状態または故障を表示します。LED
は、緑色または赤色で点灯/点滅します。

LED が緑色で点灯または点滅しているときは、充
電状態が表示されています。
► LED が赤色で点灯または点滅：トラブルシュー

ティング、  19。
高枝カッターまたはバッテリーに異常が生じ
ています。

7 起動と停止 Bluetooth® 無
線通信インターフェース

7.1 Bluetooth®無線通信インターフ
ェースのオン

► バッテリーに Bluetooth®無線通信インターフ
ェースが備わっている場合：プッシュボタンを
押して、 マークの隣にある LED

「BLUETOOTH®」が約 3 秒間青色で点灯するま
で押し続けてください。

Bluetooth®無線通信インターフェースがオン
になります。

7.2 Bluetooth®無線通信インターフ
ェースのオフ

► バッテリーに Bluetooth®無線通信インターフ
ェースが備わっている場合：プッシュボタンを
押して、 マークの隣にある LED

「BLUETOOTH®」が青色で 6 回点滅するまで押
し続けてください。
Bluetooth®無線通信インターフェースがオフ
になります。

8 高枝カッターの組み立て
8.1 高枝カッターの組み立て
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。

b
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► 保護キャップ (1) を取り外します。
► シャフトの長さを a = 10 cm になるよう調整

します。
► シャフト (2) 上の b = 6 cm の位置に印を付け

ます。

90°
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90°
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► コレット (4) とトランスミッション (3) を図の
位置に合わせます。

► トランスミッション (3) をシャフト (2) の b の
位置まで差し込みます。

► スクリュー (5) をしっかりと締め付けます。

日本語 6 バッテリーの充電、LED
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► トランスミッション (3) をシャフト (2) の b の
位置まで差し込むことができない場合
► チェンスプロケットカバー (6) が取り外し

可能な状態になるまでナット (7) を反時計
回りにまわします。

► チェンスプロケットカバー (6) を取り外し
ます。

► チェンスプロケット (8) を回転させ、トラン
スミッション (3) をシャフト (2) の b の位
置まで差し込みます。

► 高枝カッターと面一になるようチェンスプ
ロケットカバー (6) を取り付けます。

► ナット (7) を取り付け、確実に締め付けま
す。
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► スクリュー (9) を取り外します。
► 保護チューブ (10) を引き抜きます。
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c
► 保護キャップ (11) を取り外します。
► シャフト (2) を回転させてコントロールハン

ドル (12) の方向に押し、距離 c = 2 cm に設定
します。
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c

3

90°

90°
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► ハウジング (13) とトランスミッション (3) を
図示されている位置に合わせます。

► スクリュー (9) をしっかりと締め付けます。

高枝カッターを再び分解する必要はありません。

8.2 クリップの取り付け
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
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► クリップ (1) をすぼめ、ハンドルホース(2)に取
り付けます。

クリップを取り外す必要はありません。

8.3 マシンサポートの取り付け
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
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► 左側マシンサポート (1) をカバーの側面に当
てます。

► スクリュー (2) を取り付けます。
► 右側マシンサポート (3) をカバーの側面に当

てます。
► スクリュー (5) を取り付けます。
► スクリュー (4) をねじ込み、締め付けます。
► スクリュー (2) と (5) を確実に締め付けます。

マシンサポートは取り外す必要はありません。

8 高枝カッターの組み立て 日本語
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8.4 バーとチェンの取り付け/取り
外し

8.4.1 ガイドバーとソーチェンの取り付け

チェンスプロケットと共に使用可能なガイドバ
ーとソーチェンの組み合わせは、仕様書、  21.1
に記載されています。
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
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► チェンスプロケットカバー (2) が取り外し可
能な状態になるまでナット (1) を反時計回り
にまわします。

► チェンスプロケットカバー (2) を取り外しま
す。

► テンショナースライド (4) がハウジングの左
端に当たるまでテンショニングスクリュー (3)
を反時計回りにまわします。
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► ソーチェンをガイドバーの溝に取り付けます。
バー上部のタイストラップの矢印を回転方向
に向けてください。
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► ガイドバーをソーチェンと共に高枝カッター
に取り付け、以下を点検します：
– ソーチェンのドライブリンクがチェンスプ

ロケット (7) の歯と嚙み合っている。
– カラースタッド (5) がガイドバー (6) の後部

にあるスロットに入っている。

– テンショナースライド (4) のペグがガイド
バー (6) の穴 (8) にはまっている。

ガイドバー (6) は、どちら向きでも装着できます。
ガイドバー (6) 上のロゴも上下が逆になる場合が
あります。
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3

► チェンがたるみなしにガイドバーにフィット
するまで、テンショニングスクリュー (3) を時
計回りにまわします。ドライブリンクがバー
の溝とかみ合っているか確認してください。
ガイドバー (6) とソーチェンが高枝カッター
に適切に装着されます。

► 高枝カッターとぴったり重なるようにチェン
スプロケットカバー (2) を取り付けます。

► ナット (1) を取り付け、確実に締め付けます。

8.4.2 ガイドバーとソーチェンの取り外し
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► チェンスプロケットカバーが取り外し可能な

状態になるまでナットを反時計回りにまわし
ます。

► チェンスプロケットカバーを取り外します。
► テンショニングスクリューを反時計回りに止

まるまでまわします。
この段階でチェンが緩みます。

► ガイドバーとソーチェンを取り外します。

8.5 ソーチェンの張り方
ソーチェンは鋸断作業中に伸縮します。その結
果、チェンの張り具合が変化します。作業中はチ
ェンの張り具合を定期的に点検し、必要に応じて
再調整してください。
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
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► ナット (1) を緩めます。

日本語 8 高枝カッターの組み立て
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► ガイドバーのノーズを持ち上げ、以下の状態に
なるまでテンショニングスクリュー (2) を時
計回りにまわします：
– ガイドバー中央のチェンのたるみ‘a’が 1 - 2

mm。
– ソーチェンをガイドバーに沿って二本の指

で簡単に引くことができる。
► ガイドバーのノーズを持ち上げたまま、ナット

(1) をしっかりと締め付けます。
► ガイドバー中央のチェンのたるみ‘a’が 1 - 2

mm でない場合：ソーチェンの張りを再調整し
ます。

8.6 チェンオイルの給油
ソーチェンオイルは回転するチェンを潤滑し、冷
却します。
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► オイルタンクキャップが上を向くように高枝

カッターを平らな面に置きます。
► 湿らせた布でオイルタンクキャップと周囲部

を掃除します。
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► オイルタンクキャップのグリップを垂直位置
まで起こします。

► オイルタンクキャップを反時計回りに止まる
までまわします。

► オイルタンクキャップを取り外します。
► チェンオイルを給油します。オイルをこぼし

たり、タンクからあふれさせたりしないよう注
意してください。

► オイルタンクキャップのグリップが閉位置に
下がったときは：グリップを垂直位置に起こし
ます。
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► オイルタンクキャップを注入口にかぶせ、印
(1) を印 (2) に合わせます。

► オイルタンクキャップを押し下げ、止まるまで
時計回りにまわします。
オイルタンクキャップが所定の位置にはまり
ます。印 (1) が印 (3) に合います。

► オイルタンクキャップを引き上げ、外れるかど
うか点検します。

► 引き上げてもオイルタンクキャップが外れな
い場合：オイルタンクキャップのグリップを倒
します。
オイルタンクが密閉されます。

引き上げるとオイルタンクキャップが外れてし
まう場合は、以下の手順に従ってください：
► オイルタンクキャップを注入口に載せます -

どの位置でも構いません。
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► オイルタンクキャップを押し下げ、止まるまで
時計回りにまわします。

► オイルタンクキャップを押し下げ、反時計回り
にまわし、印 (1) を印 (2) に合わせます。

► オイルタンクキャップを再び閉めます。
► オイルタンクが適切に閉まらない場合：高枝カ

ッターを使用しないでください。STIHL サー
ビス店にお問い合わせください。
高枝カッターは安全な状態ではありません。

9 バッテリーの取り外しと取
り付け

9.1 バッテリーの挿入
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► バッテリー (1) をリミットストップの位置ま
でバッテリーコンパートメント (2) に差し込
みます。
カチッという音がしてバッテリー (1) が定位
置にはまり、ロックされます。

9 バッテリーの取り外しと取り付け 日本語
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9.2 バッテリーの取り外し
► 高枝カッターを平坦な面に置きます。
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► 両方のロッキングレバー (1) を押します。
ロックが解除され、バッテリー (2) の取り外し
が可能になります。

10 高枝カッターのオン/オフ
切り替え

10.1 高枝カッターの電源を入れる
► 片方の手でコントロールハンドルを握ります。

コントロールハンドルに親指をかけてくださ
い。

► 反対側の手でハンドルホースを握り、高枝カッ
ターを確実に保持します。ハンドルホースに
親指をかけてください。
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► トリガーロックアウト (1) を指で押したまま
にします。

► 親指でリリーススライド (2) をループハンド
ルの方向に押したまま保持します。
LED が点灯します。

► 人差し指でトリガー (3) を引き、そのまま保持
します。
モーターが加速し、ソーチェンが回転します。

トリガー (3) を握ると、ソーチェンが加速します。

高枝カッターは、まずリリーススライド (2) を押
し、5 秒以内 (LED の点滅中) にトリガーロックア
ウト (1) を押すことでもオンにすることができま
す。トリガー (3) のロックが解除され、高枝カッ
ターの使用準備が整います。

電源をオンにしてからトリガー (3) とトリガーロ
ックアウト (1) を放すと、LED がさらに 5 秒間点
滅します。LED の点滅中は、リリーススライド

(2) を操作する必要なしに高枝カッターの電源を
再びオンにすることができます。

10.2 高枝カッターの電源を切る
► トリガーとトリガーロックアウトを放します。
► 約 1 秒後にソーチェンが完全に停止するまで

待ちます。
► ソーチェンが約 1 秒が経過した後も作動し続

ける場合：バッテリーを取り外し、STIHL サー
ビス店にお問い合わせください。
高枝カッターが故障しています。

11 高枝カッターとバッテリー
の点検

11.1 チェンスプロケットの点検
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► チェンスプロケットカバーを取り外します。
► ガイドバーとソーチェンを取り外します。
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► STIHL ゲージを使用してチェンスプロケット
の摩耗を点検します。

► 摩耗マークが a = 0.5 mm よりも深い場合：高
枝カッターを使用しないでください。STIHL
サービス店にお問い合わせください。
チェンスプロケットを交換してください。

11.2 ガイドバーの点検
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► ソーチェンとガイドバーを取り外します。
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► STIHL ファイリングゲージの目盛でガイドバ
ーの溝の深さを測定します。

日本語 10 高枝カッターのオン/オフ切り替え
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► 以下のいずれかが生じているときは、新品ガイ
ドバーを取り付けてください：
– ガイドバーが損傷している。
– 測定されたガイドバーの溝の深さが、規定の

最小深さ以下になっている、  20.3。
– ガイドバーの溝が狭まっているか、広がって

いる。
► ご不明な点は、STIHL サービス店へお問い合わ

せください。

11.3 ソーチェンの点検
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
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► STIHL ファイリングゲージ (2) を使用してデ
プスゲージ (1) の高さを測定します。STIHL
ファイリングゲージは、ソーチェンのピッチと
適合していなければなりません。

► デプスゲージ (1) がファイリングゲージ (2) か
ら突き出る場合：デプスゲージ (1) をヤスリで
低くします、  17.3。
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► カッター上のサービスマーク (1 - 4) が目視で
きるか確認します。

► カッター上のサービスマークのいずれかが目
視できない場合：ソーチェンを使用しないでく
ださい。STIHL サービス店にお問い合わせく
ださい。

► STIHL ファイリングゲージを使用し、全カッタ
ーで 30°の目立て角度が維持されているか点
検します。STIHL ファイリングゲージは、ソー
チェンのピッチと適合していなければなりま
せん。

► 30° の目立て角度が維持されていなかった場
合：ソーチェンを再び目立てしてください。

► ご不明な点は、STIHL サービス店へお問い合わ
せください。

11.4 操作部の点検
トリガーロックアウトとトリガー
► バッテリーを取り外します。
► トリガーロックアウトを押さずにトリガーを

握ってみます。
► トリガーを握ることができる場合は、高枝カッ

ターを使用しないでください。STIHL サービ
ス店にご連絡ください。
トリガーロックアウトが故障しています。

► トリガーロックアウトを押し、そのまま保持し
ます。

► トリガーを握り、放します。
► トリガーまたはトリガーロックアウトが円滑

に動かないか、初期位置に戻らない場合は、高
枝カッターを使用しないでください。STIHL
サービス店にサポートを依頼してください。
トリガーまたはトリガーロックアウトが故障
しています。

高枝カッターの電源を入れる
► バッテリーを挿入します。
► トリガーロックアウトを押し、そのまま保持し

ます。
► 親指でリリーススライドをソーチェンの方向

に押したまま保持します。
► トリガーを握ります。

ソーチェンが作動します。
► バッテリーの 3 個の LED が赤色で点滅した場

合は、バッテリーを取り外し、STIHL サービス
店にサポートを依頼してください。
高枝カッターに異常が生じています。

► トリガーを放します。
ソーチェンが約 1 秒後に停止します。

► ソーチェンが約 1 秒が経過した後も作動し続
ける場合：バッテリーを取り外し、STIHL サー
ビス店にお問い合わせください。
高枝カッターが故障しています。

11.5 チェンオイルの潤滑状態点検
► バッテリーを取り付けます。
► ガイドバーを明るい面にかざします。
► 高枝カッターの電源を入れます。

チェンからチェンオイルが飛び散り、明るい面
上で確認できます。チェンの潤滑機能は正常
に働いています。

► チェンオイルが確認できない場合：
► チェンオイルを給油します。
► チェンの潤滑状態を再点検します。
► 明るい面でチェンオイルが依然として確認

できない場合：高枝カッターを使用しないで
ください。STIHL サービス店にサポートを
依頼してください。チェンの潤滑機能に不
具合が生じています。

11 高枝カッターとバッテリーの点検 日本語
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11.6 バッテリーのテスト
► バッテリーのボタンを押します。

LED が点灯または点滅します。
► LED が点灯または点滅しない場合: バッテリ

ーを使用しないでください。STIHL サービス
店に連絡してください。
バッテリーが故障しています。

12 高枝カッターの使用
12.1 シャフトの長さ調整
シャフトは、用途やユーザーの身長の大きさに合
わせて様々な長さに調整することができます。
► 高枝カッターのスイッチをオフにして、バッテ

リーを取り外してください。
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► クランプナット (1) を の方向に半回転させま
す。

► シャフト (2) を希望の長さに調整します。
► クランプナット (1) を の方向に止まる位置ま

で回します。
► シャフト (2) がそれ以上伸縮できない状態に

なり、クランプナット (1) が の方向に最後ま
で締め付けられているか確認します。

シャフト (2) が伸縮できない状態で、クランプナ
ットが の方向の止まる位置まで締め付けられて
いる場合は、シャフトの長さ調整は適切に行われ
ています。

12.2 クリップの位置調整
クリップはシャフトの長さに応じてさまざまな
位置に移動することができます。
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
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► クリップ (1) をすぼめ、ハンドルホース (2) 上
で移動させます。下記の条件が満たされてい
るか確認してください。
– シャフトを収縮させた状態では、a = 15 cm
– シャフトを完全に伸ばした状態では、

b = 50 cm

12.3 肩掛けベルトの取り付けと調整
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► 肩掛けベルト (1)を着用します。
► カラビナ (2) が右腰から手幅分下がった位置

に来るように肩掛けベルト (1) の長さを調整
します。

承認されている他のキャリングシステムは、本書
に記載されています、  22.1。

12.4 高枝カッターの保持と制御
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► 吊り下げ用リング (2) をカラビナ (1) に接続し
ます。
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► 片方の手でコントロールハンドルを握ります。
コントロールハンドルに親指をかけてくださ
い。

► 反対側の手でハンドルホースを握り、高枝カッ
ターを確実に保持します。ハンドルホースに
親指をかけてください。

日本語 12 高枝カッターの使用
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12.5 枝下ろし
垂直切り

1
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► リミットストップ（1）を枝にあてがいます。
マーキングラインを使用してソーチェンを正
確に当てることができます。

► ガイドバーをフルスロットルでテコのように
動かしながら枝に押しつけます。

► 枝をガイドバーの下側で切り落とします。
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► 枝に張力が掛かっている場合は、押す力が加わ
っている側に負荷軽減カット（1）を入れた後
に、引く力が加わっている側から垂直切断（2）
で切り落とします。

太い枝の切断

a

1 2
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► 希望の切断位置（1）から 20 cm（間隔 a）手
前の切断位置（2）で、負荷軽減カット（2）を
入れて垂直切断して枝を短くします。

► 希望の切断位置 (1) で負荷軽減カットを入れ
て垂直切断します。

性能を最適に保つには、推奨温度範囲を守ってく
ださい、  20.6。

13 作業後
13.1 作業後
► 高枝カッターのスイッチをオフにして、バッテ

リーを取り外してください。
► 高枝カッターが濡れている場合：高枝カッター

を乾かしてください。
► バッテリーが濡れているか湿っている場合：バ

ッテリーを乾かしてください、  20.6。
► 高枝カッターを清掃してください。
► ガイドバーとソーチェンを清掃してください。
► ナットをチェンスプロケットカバーから外し

ます。
► テンショニングスクリューを反時計回りに 2

回転させます。
ソーチェンが緩みます。

► ナットをチェンスプロケットカバーに締め付
けます。

► チェンガードをガイドバー上にスライドさせ、
ガイドバー全体を覆うようにします。

► バッテリーを清掃してください。

14 運搬
14.1 高枝カッターの運搬
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► ガイドバーを完全に覆うようにチェンガード

を取り付けます。
► シャフトを完全に押し込みます。

高枝カッターの運搬
► 高枝カッターは、ガイドバーが身体の後ろ側に

来るようにして、片手でシャフトを持って運搬
します。

高枝カッターの車両輸送
► 倒れたり、ずれたりしないよう高枝カッターを

固定します。

14.2 バッテリーの運搬
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► バッテリーが安全な状態にあるか確認します。
► パッケージの中でバッテリーが動かないよう

に梱包してください。
► パッケージが動かないよう固定してください。

バッテリーには危険物輸送規則が適用されます。
本バッテリーは UN 3480 (リチウムイオンバッ
テリー)として分類されており、国連試験基準マ
ニュアル、パート III、サブセクション 38.3 に従
って試験済みです。

輸送時の規制については、右記を参照してくださ
い：www.stihl.com/safety-data-sheets。

13 作業後 日本語
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15 保管
15.1 高枝カッターの保管
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► ガイドバーを完全に覆うようにチェンガード

を取り付けます。
► 高枝カッターを保管するときは、以下の点を遵

守してください：
– 高枝カッターを子どもの手の届かない場所

に保管する。
– 高枝カッターを清潔かつ乾いた状態にする。

► 高枝カッターを 30 ヶ月以上保管する場合は、
ガイドバーとソーチェンを取り外します。

15.2 バッテリーの保管
STIHL では、バッテリーを 40 %～60 %（緑色で
点灯している LED が 2 つある状態）の充電レベ
ルで保管することをお勧めしています。
► バッテリーは以下の条件が満たされるように

保管してください：
– バッテリーが子供の手の届かないところに

あること。
– バッテリーが清潔かつ乾燥した状態にある

こと。
– バッテリーが密閉空間にあること。
– バッテリーが高枝カッターから分離されて

いること。
– バッテリーを充電器に入れて保管する場

合：電源プラグを引き抜いて、バッテリーを
40 %～60 %（緑色で点灯している LED が 2
つある状態）の充電レベルで保管してくださ
い。

– バッテリーは、規定の温度範囲を超える環境
下で保管していない、  20.5。

注記

■ バッテリーをこの取扱説明書の記載通りに保
管しないと、バッテリーが過放電して損傷し、
修復不可能になる可能性があります。
► 放電したバッテリーは、保管する前に充電

してください。STIHL では、バッテリーを
40 %～60 %（緑色で点灯している LED が
2 つある状態）の充電レベルで保管すること
をお勧めしています。

► バッテリーは高枝カッターから分離して保
管してください。

16 清掃
16.1 高枝カッターの清掃
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► 湿らせた布または STIHL 樹脂溶剤で高枝カッ

ターを掃除します。

► 通気口を塗装用のはけで掃除します。
► バッテリーコンパートメントから異物を取り

除き、湿らせた布でバッテリーコンパートメン
トを掃除します。

► バッテリーコンパートメントの電気接点を塗
装用のはけか柔らかいブラシで掃除します。

► チェンスプロケットカバーを取り外します。
► チェンスプロケット周辺部を湿らせた布また

は STIHL 樹脂溶剤で掃除します。
► チェンスプロケットカバーを取り付けます。

16.2 ガイドバーとソーチェンの清掃
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
► ガイドバーとソーチェンを取り外します。
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► オイルポート (1)、オイルインレット孔 (2)、バ
ーの溝 (3) を柔らかいブラシまたは STIHL 樹
脂溶剤で掃除します。

► ソーチェンを柔らかいブラシまたは STIHL 樹
脂溶剤で掃除します。

► ガイドバーとソーチェンを取り付けます。

16.3 エアフィルターの清掃
► 高枝カッターのスイッチをオフにし、バッテリ

ーを取り外します。
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► エアフィルター (2) 周辺部を湿らせた布また
は柔らかいブラシで掃除します。

► エアフィルター (2) が取り外し可能な状態に
なるまでスクリュー (1) を反時計回りにまわ
します。

► エアフィルター (2) を上方向にまわし、引き外
します。

► エアフィルター (2) を流水ですすぎ、外側から
粗いごみを取り除きます。

► エアフィルター (2) が損傷している場合：新品
のエアフィルター (2) を取り付けてください。

日本語 15 保管
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► エアフィルター (2) を自然乾燥させます。
► エアフィルター (2) をハウジングに取り付け、

押し下げます。
エアフィルター (2) は、全面でハウジングと面
一になります。

► スクリュー (1) を差し込み、しっかりと締め付
けます。

16.4 バッテリーの清掃
► バッテリーを、湿らせた布で拭きます。

17 整備
17.1 整備間隔
整備間隔は、周囲条件と作業条件によって変化し
ます。STIHL 社では次の間隔による整備をお勧
めしています：

50 運転時間毎
► エアフィルターを掃除する。

毎年
► STIHL サービス店に高枝カッターの点検を依

頼してください。

17.2 ガイドバーのバリ取り
ガイドバーの外端部にはバリが生じることがあ
ります。
► バリは平ヤスリまたは STIHL ガイドバードレ

ッシングツールを使用して取り除いてくださ
い。

► ご不明な点があれば：最寄りの STIHL サービ
ス店に連絡してください。

17.3 ソーチェンの目立て
ソーチェンを適切に目立てするには、練習を重ね
る必要があります。

STIHL ヤスリ、STIHL 目立て補助具、STIHL 目
立て機、「STIHL ソーチェンの目立て」冊子は、
良い結果を生むのに役立ちます。冊子は、右記の
サイトから入手できます：http://www.stihl.com/
sharpening-brochure

STIHL 社では、ソーチェンの目立てを STIHL サ
ービス店に依頼されることをお勧めしています。

警告
■ チェンのカッター部分は非常に鋭利です。切

傷を負う危険性があります。
► 丈夫な素材の手袋を着用してください。
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► 以下の点を遵守しながら各カッターに丸ヤス
リをかけます：
– 丸ヤスリがチェンのピッチと適合している

か確認します。
– カッターの内側から外側に向かってヤスリ

をかけます。
– ヤスリをガイドバーに対して直角になるよ

うに保持します。
– 30°の目立て角度を維持します。

00
00
-G
XX

-1
22
0-
A1

► STIHL ファイリングゲージと同一高になり、サ
ービスマークと平行になるようデプスゲージ
を平ヤスリで削ります。STIHL ファイリング
ゲージは、チェンのピッチと適合していなけれ
ばなりません。

► ご不明な点があれば：STIHL サービス店にサポ
ートを依頼してください。

18 修理
18.1 高枝カッターとバッテリーの修

理
ユーザーが高枝カッター、ガイドバー、ソーチェ
ン、バッテリーを修理することはできません。
► 高枝カッター、ガイドバー、ソーチェンが損傷

した場合：高枝カッターを使用しないでくださ
い。STIHL サービス店にサポートを依頼して
ください。

► バッテリーに不具合が生じるか、損傷した場
合：バッテリーを交換してください。

17 整備 日本語
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19 トラブルシューティング
19.1 高枝カッターまたはバッテリーのトラブルシューティング

障害 バッテリーの
LED

原因 対策

スイッチをオン
にした際に高枝
カッターが起動
しない。

1 つの LED が
緑色で点滅す
る。

バッテリーの充電レ
ベルが低すぎます。

► 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500
の取扱説明書の記載通りにバッテリーを
充電してください。

1 つの LED が
赤色に点灯す
る。

バッテリーの温度が
高すぎるか低すぎま
す。

► バッテリーを取り外してください。
► バッテリーを冷ますか温めてください。

3 つの LED が
赤色に点滅す
る。

高枝カッター内部に
障害があります。

► バッテリーを取り外してください。
► バッテリーコンパートメントの電気接点

を清掃してください。
► バッテリーを取り付けてください。
► 高枝カッターのスイッチをオンにしてく

ださい。
► 引き続き 3 つの LED が赤色で点滅する

場合：高枝カッターの使用を中止して、
STIHL サービス店までご来店ください。

 3 つの LED が
赤色に点灯す
る。

高枝カッターの温度
が高すぎます。

► バッテリーを取り外してください。
► 高枝カッターを冷ましてください。

4 つの LED が
赤色で点滅す
る。

バッテリー内部に障
害があります。

► バッテリーを取り外して、再度取り付け
てください。

► 高枝カッターのスイッチをオンにしてく
ださい。

► 引き続き 4 つの LED が赤色で点滅する
場合：バッテリーの使用を中止して、
STIHL サービス店までご来店ください。

  高枝カッターとバッ
テリー間の電気接続
が遮断されています。

► バッテリーを取り外してください。
► バッテリーコンパートメントの電気接点

を清掃してください。
► バッテリーを取り付けてください。

  高枝カッターまたは
バッテリーが濡れて
います。

► 高枝カッターまたはバッテリーを乾かし
てください、  20.6。

高枝カッターが
動作中に停止す
る。

3 つの LED が
赤色に点灯す
る。

高枝カッターの温度
が高すぎます。

► バッテリーを取り外してください。
► 高枝カッターを冷ましてください。

  電気的な障害があり
ます。

► バッテリーを取り外して、再度取り付け
てください。

► 高枝カッターのスイッチをオンにしてく
ださい。

高枝カッターの
動作時間が短す
ぎる。

 バッテリーがフル充
電されていません。

► 充電器 STIHL AL 101、301、301-4、500
の取扱説明書の記載通りにバッテリーを
フル充電してください。

  バッテリーの耐用年
数を超過しています。

► バッテリーを交換してください。

切断エリアで煙
が発生するか、焦
げる臭いがする。

 ソーチェンが適切に
目立てされていませ
ん。

ソーチェンを適切に目立てしてください。

  オイルタンク内のソ
ーチェン粘着オイル
が不足しています。

ソーチェン粘着オイルを給油してくださ
い。

  チェン潤滑システム
がソーチェン粘着オ

高枝カッターの使用を中止して、STIHL サ
ービス店までご来店ください。
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障害 バッテリーの
LED

原因 対策

イルを十分に供給し
ていません。

  ソーチェンの張りが
強すぎる。

ソーチェンを適切に張ってください。

  高枝カッターが適切
に使用されていませ
ん。

使用方法の説明を受け、練習を積んでくだ
さい。

マークが付い
たバッテリーを
STIHL コネクテ
ッドアプリで検
出することがで
きない。

 バッテリーまたは携
帯端末機器の
Bluetooth®無線インタ
ーフェースがオフに
なっています。

► バッテリーおよび携帯端末機器の
Bluetooth®無線インターフェースをオン
にしてください。

 バッテリーと携帯端
末機器の間隔が長す
ぎます。

► 間隔を短くしてください、  20.4。
► 引き続きバッテリーを STIHL コネクテッ

ドアプリで検出することができない場
合：STIHL サービス店までご来店くださ
い。

19.2 製品サポートと使用に関する助
言

製品サポートと使用に関する助言は、STIHL サー
ビス店が提供致します。

お問い合わせや他の情報については、https://
support.stihl.com または www.stihl.com をご覧く
ださい。

20 技術仕様
20.1 高枝カッター STIHL HTA 135
– 許可されているバッテリー：
– STIHL AP
– STIHL AR

– バッテリーを除いた重量：6.8 kg
– オイルタンク最大容量：220 cm³ (0.22 l)
– 電気保護等級：IPX4（全方向からの水飛沫に対

する保護）

耐用年数は www.stihl.com/battery-life に記載さ
れています。

20.2 チェンスプロケット
以下のチェンスプロケットを使用できます：
– 7 枚歯、3/8" P 用
– 8 枚歯、1/4" P 用

20.3 ガイドバー溝の最小深さ
溝の最小深さは、ガイドバーのピッチによって異
なります。
– 3/8" P：5 mm
– 1/4" P：4 mm

20.4 バッテリー STIHL AP
– バッテリー技術：リチウムイオン

– 電圧：36 V
– 容量（Ah）：銘板参照
– エネルギー含有量（Wh）：銘板参照
– 重量（kg）：銘板参照
– Bluetooth®無線通信インターフェース（ マー

クが付いたバッテリーのみ）：
– データ接続：Bluetooth® 5.1。携帯端末機器

は Bluetooth® Low Energy 5.0 と互換性を有
し、Generic Access Profile (GAP) をサポー
トしている必要があります。

– 周波数帯：ISM バンド 2.4 GHz
– 最大放射送信電力：1 mW
– 信号の到達距離：約 10 m。信号強度は、周

囲条件と携帯端末機器によって異なります。
到達距離は、使用する受信機を含む外部条件
によって大きく変化することがあります。
使用場所が密閉スペースの場合や金属製バ
リア（壁面、棚、箱など）を通した通信で
は、到達距離が大幅に短縮されることがあり
ます。

– 携帯端末機器の OS に関する要件：Android
または iOS（現行バージョン以降)

20 技術仕様 日本語
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20.5 温度制限

警告
■ バッテリーは、すべての周囲条件に対して保護

されているわけではありません。バッテリー
が特定の環境要因にさらされると、バッテリー
が発火・爆発するおそれがあります。それによ
り、重傷を負ったり物的損害につながったりす
る可能性があります。
► バッテリーを- 20 °C 未満または+ 50 °C 超

過の環境下で充電しないでください。
► 高枝カッターまたはバッテリーを- 20 °C 未

満または+ 50 °C 超過の環境下で使用しな
いでください。

► 高枝カッターまたはバッテリーを- 20 °C 未
満または+ 70 °C 超過の環境下で保管しな
いでください。

20.6 推奨温度範囲
高枝カッターおよびバッテリーの性能を最適に
保つために、以下の温度範囲を守ってください：
– 充電：+ 5 °C ～ + 40 °C
– 使用：- 10 °C ～ + 40 °C
– 保管：- 20 °C ～ + 50 °C

バッテリーを推奨温度範囲外で充電したり、使用
したり、保管したりすると、性能が低下すること
があります。

バッテリーが濡れていたり、湿ったりしている場
合は、+ 15 °C ～ + 50 °C、並びに湿度 70 %未満
で 48 時間以上乾燥させてください。湿度が高け
れば乾燥時間が長くなることがあります。

20.7 音圧・音響・振動レベル
騒音の音圧レベルの K 値 (不確かさ) は、2 dB(A)
です。騒音の音響出力レベルの K 値は、2 dB(A)
です。振動レベルの K 値は、2 m/s² です。

STIHL 社では、イヤーマフの着用をお勧めしてい
ます。
– ISO 22868 に準拠して測定した 3/8" P の音圧

レベル LpA：88 dB(A)

– ISO 22868 に準拠して測定した 1/4" P の音圧
レベル LpA：83 dB(A)

– ISO 22868 に準拠して測定した 3/8" P の音響
出力レベル LwA：102 dB(A)

– ISO 22868 に準拠して測定した 1/4" P の音響
出力レベル LwA：96 dB(A)

シャフトを完全に縮めた状態：
– ISO 22867 に準拠して測定した振動レベル ahv
– コントロールハンドル：4.3 m/s²
– ハンドルホース: 5.1 m/s²

シャフトを完全に伸ばした状態：
– ISO 22867 に準拠して測定した振動レベル ahv
– コントロールハンドル：4.1 m/s²
– ハンドルホース: 5.6 m/s²

上記の振動値は標準化された試験方法に従って
測定されており、電動パワーツールを比較するた
めの基準として使用することができます。用途
の種類によっては、実際に発生する振動レベルは
上記の値とは異なる場合があります。上記の振
動レベルは、振動応力を当初に推測するために使
用することができます。実際に受ける振動応力
は、推定する必要があります。推定時には、パワ
ーツールのスイッチがオフの時間や、スイッチが
オンでも無負荷で運転されている時間も考慮に
入れることがあります。

事業者向けの振動に関する指令 2002/44/EC の
遵守に関しては、www.stihl.com/vib をご覧くださ
い。

20.8 REACH
REACH は EC の規定で、化学物質 (Chemical
substances) の登録 (Registration)、評価
(Evaluation)、認可 (Authorisation)規制を意味しま
す。

REACH 規定の遵守に関する詳細については、
www.stihl.com/reach をご覧ください。

21 バーとチェンの組み合わせ
21.1 STIHL HTA 135 高枝カッター

ピッチ ドライブリン
クゲージ/溝
幅

長さ ガイドバー ノーズスプ
ロケット歯
数

ドライブリ
ンク数

ソーチェン

3/8" P 1.1 mm

25 cm
Rollomatic(ローロ

マチック) E /
Light 04

7 39
61 PMM3 (3610

型)
30 cm

Rollomatic(ローロ
マチック) E mini/

Light 01
7 44
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ピッチ ドライブリン
クゲージ/溝
幅

長さ ガイドバー ノーズスプ
ロケット歯
数

ドライブリ
ンク数

ソーチェン

Rollomatic(ローロ
マチック) E Mini
Light / Light P01

35 cm
Rollomatic(ローロ

マチック) E /
Light 04

7 50

1/4" P 1.1 mm 30 cm
Rollomatic(ローロ
マチック) E mini/

Light 01
8 64 71 PM3(3670 型)

ガイドバーの切断長は、使用する高枝カッターとソーチェンによって異なります。ガイドバーの実際
の切断長は、規定値よりも短い場合があります。

22 キャリングシステムの組み
合わせ

22.1 キャリングシステムの組み合わ
せ

高枝カッターは必ずキャリングシステムと共に
使用してください。承認されているキャリング
システムは、本取扱説明書に記載されています。

肩掛けベルト

フルハーネス

バッテリーベルト (「接続ケーブル付き
AP ベルトバッグ」と肩掛けベルト付
属)

バッテリーベルト (ストラップ、「接続
ケーブル付き AP ベルトバッグ」、サポ
ートクッション付属)

サポートクッション付き STIHL AR バ
ッテリー

キャリングシステム (「接続ケーブル付
き AP ベルトバッグ」とサポートクッシ
ョン付属)

RTS 背負い式キャリングシステム

23 スペアパーツおよびアクセ
サリー

23.1 スペアパーツおよびアクセサリ
ー
これらの記号は、STIHL 純正のスペア
パーツと STIHL 純正のアクセサリーに
付けられています。

STIHL 社では、STIHL 純正の交換部品とアクセサ
リーの使用をお勧めしています。

STIHL 社は市場に出回っている商品を継続的に
調査しておりますが、他社製スペアパーツとアク
セサリーの信頼性、安全性、適性を判断すること
はできません。そのため、STIHL 社はそうした部
品の使用を許可しておりません。

STIHL 純正の交換部品と STIHL 純正のアクセサ
リーは、STIHL サービス店から入手することがで
きます。

24 廃棄
24.1 高枝カッターとバッテリーの廃

棄
廃棄に関する情報については、最寄りの行政機関
または STIHL サービス店へお問い合わせくださ
い。

不適切な廃棄は、健康被害や環境汚染の原因にな
るおそれがあります。
► 現地の規制に従い、パッケージを含む STIHL

製品を適切な回収場所へ持ち込み、リサイクル
してください。

► 家庭ごみと共に廃棄しないでください。

25 EC 適合証明書
25.1 高枝カッター STIHL HTA 135
ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Badstraße 115
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D-71336 Waiblingen

Germany（ドイツ）

は、単独の責任において下記の製品が
– モデル：バッテリー高枝カッター
– 製造ブランド：STIHL
– タイプ：HTA 135
– シリアル番号：LA01

指令 2011/65/EU、2006/42/EC、2014/30/EU の
関連する条項に適合しており、以下の規格のそれ
ぞれ製造時点で有効であった版に準拠して開発
および製造されたことを保証いたします：EN
55014-1、EN 55014-2、EN 62841-1

（EN ISO 11680‑1、EN 62841‑4‑1 を考慮）。

指令 2006/42/EC 第 12 条第 3 項(b)に準拠した
EC 型式試験の実施機関：VDE Prüf- u.
Zertifizierungsinstitut (NB 0366), Merianstraße
28, 63069 Offenbach, Germany
– 認証番号：HTA 135: 40051625

技術資料は ANDREAS STIHL AG & Co. KG の製
品認証部に保管されています。

製造年、製造国と機械番号は、高枝カッターに表
示されています。

2022 年 8 月 1 日、Waiblingen にて発行

ANDREAS STIHL AG & Co. KG

代理人

Robert Olma, Vice President, Regulatory Affairs
& Global Governmental Relations

26 UKCA 適合宣言
26.1 高枝カッター STIHL HTA 135

ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Badstraße 115
D-71336 Waiblingen

Germany（ドイツ）

は、単独の責任において下記の製品が
– モデル：バッテリー高枝カッター
– 製造ブランド：STIHL
– タイプ：HTA 135
– シリアル番号：LA01

英国規則 The Restriction of the Use of Certain
Hazardous Substances in Electrical and
Electronic Equipment Regulations 2012, Supply

of Machinery (Safety) Regulations 2008 および
Electromagnetic Compatibility Regulations 2016
の関連する条項に適合しており、以下の規格のそ
れぞれ製造時点で有効であった版に準拠して開
発および製造されたことを保証いたします：EN
55014-1、EN 55014-2、EN 62841‑1

（EN ISO 11680‑1、EN 62841‑4‑1 を考慮）。

型式試験の実施機関：Intertek Testing &
Certification Ltd, Academy Place, 1 – 9 Brook
Street, Brentwood Essex, CM14 5NQ, United
Kingdom
– 認証番号：HTA 135: UK-MCR-0041

技術資料は ANDREAS STIHL AG & Co. KG に保
管されています。

製造年、製造国と機械番号は、高枝カッターに表
示されています。

2022 年 8 月 1 日、Waiblingen にて発行

ANDREAS STIHL AG & Co. KG

代理人

Robert Olma, Vice President, Regulatory Affairs
& Global Governmental Relations

27 パワーツールの安全上の一
般的警告事項

27.1 はじめに
この章は、手持型モーター駆動電動工具の欧州標
準 IEC 62841 に規定されている、策定済みの一般
的な安全上の注意事項を複製したものです。

STIHL 社にはこうした注意事項を発行する義務
があります。

「電気的な安全」に記載されている、感電を防ぐ
ための安全上の注意事項と警告は、STIHL バッテ
リーツールには適用されません。

警告
■ この電動パワーツールに付属する安全上の注

意事項、取扱説明書、図、技術仕様にはすべて
目を通してください。安全に関する警告事項
や指示に従わないと、感電、火災、重傷の原因
になることがあります。後日参照するために、
警告と指示が記載された書類をすべて保管し
てください。

警告中の「電動パワーツール」という語は、主電
源により駆動される (コード接続) パワーツール
またはバッテリーにより駆動される (コードレ
ス) パワーツールを指します。
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27.2 作業エリアの安全
a) 作業エリアは清潔な状態で維持し、常に十分

な明るさを確保してください。雑然としてい
るか、明るさが十分でない作業エリアは、事
故を招きます。

b) 可燃性の液体、ガス、または粉塵が存在する、
爆発が起きやすい環境下では、電動パワーツ
ールを使用しないでください。電動パワーツ
ールは火花を発生し、粉塵やガスが引火する
ことがあります。

c) 電動パワーツールの使用時は、子供や第三者
を近付けないでください。気が散って、電動
パワーツールを制御できなくなることがあり
ます。

27.3 電気的な安全
a) 電動パワーツールの電源プラグは、コンセン

トと適合している必要があります。電源プラ
グにはいかなる改造も行わないでください。
接地された電動パワーツールにはアダプター
プラグを使用しないでください。改造されて
いないプラグを適合するコンセントに使用す
ると、感電の危険が低減されます。

b) パイプ、ヒーター、オーブン、冷蔵庫等の接
地された面に身体の一部を接触させないでく
ださい。身体が接地されると、感電が生じる
危険が増します。

c) 電動パワーツールは、雨や水分にさらさない
でください。電動パワーツールに水が入る
と、感電の危険が増します。

d) 接続ケーブルを他の目的に使用しないでくだ
さい。絶対に電源ケーブルを持って電動パワ
ーツールを運搬したり、引っ張ったりしない
でください。同様に、絶対に電源ケーブルを
引いてプラグを外さないでください。電源ケ
ーブルは高温、油分、鋭利な端部、可動部品
に近付けないでください。電源ケーブルが損
傷するか、絡まると、感電の危険が増します。

e) 電動パワーツールを屋外で使用するときは、
屋外用の延長ケーブルを使用してください。
屋外用の延長ケーブルを使用すると、感電の
危険が低くなります。

f) やむを得ず電動パワーツールを湿った場所で
使用しなければならない場合は、残留電流装
置 (RCD) で保護された電源を使用してくだ
さい。RCD を使用すると、感電の危険が低く
なります。

27.4 作業者の安全
a) 電動パワーツールを操作するときは、常に気

を抜かず、作業に集中し、常識を働かせてく
ださい。疲れているときや、薬物、アルコー
ル、または薬剤の影響下にあるときは、パワ

ーツールを使用しないでください。電動パワ
ーツールの操作中は、一瞬の不注意で重傷を
負うおそれがあります。

b) 作業者用保護装備を使用してください。必ず
目のプロテクターを着用してください。使用
する電動パワーツールと各作業に適した保護
装備 (防塵マスク、耐滑安全靴、硬質ヘルメ
ット、イヤープロテクター等) は、作業者が
負傷する危険を低減します。

c) 機械が偶発的に始動しないよう配慮してくだ
さい。電動パワーツールのスイッチがオフに
なっているか確認してから主電源に接続した
り、持ち上げたり、運搬したりしてください。
オン/オフスイッチに指を載せるか、電動パワ
ーツールのスイッチをオンにしたまま電動パ
ワーツールを運搬すると、事故が起きるおそ
れがあります。

d) 設定用の工具やレンチを取り外してから電動
パワーツールの電源を入れてください。工具
やスパナを電動パワーツールの回転部品に取
り付けたままにしておくと、負傷事故が起き
るおそれがあります。

e) 不自然な姿勢は避けてください。常に適切な
足場とバランスを維持してください。想定外
の状況下で電動パワーツールを制御しやすく
なります。

f) 適切な衣服を着用してください。ゆったりと
した衣服や装身具は身に付けないでくださ
い。髪の毛と衣服を可動部品に近付けないで
ください。ゆったりした衣服、装身具、長髪
は、可動部品に絡まるおそれがあります。

g) 集塵機を設置できる場合は、適切に接続し、
使用してください。集塵機を使用すると、粉
塵に関連する危険を低減することができま
す。

h) 電動パワーツールに完全に慣れていても、油
断したり、安全規則を無視したりしないでく
ださい。不注意によって一瞬で重傷を負うお
それがあります。

27.5 電動パワーツールの使用と保守
a) 電動パワーツールに無理な力を加えないでく

ださい。用途に適した電動パワーツールを使
用してください。適切な電動パワーツールを
使用すると、設計上の速度で、より効率的か
つ安全に作業が遂行されます。

b) スイッチが故障している場合は、電動パワー
ツールを使用しないでください。スイッチで
電源を制御できない電動パワーツールは危険
であり、修理する必要があります。

c) 電源からプラグを抜くか、本体からバッテリ
ーパックを取り外してから、パワーツールの
調整、アクセサリーの交換、またはパワーツ
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ールの保管を行ってください。こうした安全
予防措置を講じると、電動パワーツールが偶
発的に始動する危険が低減されます。

d) 使用していない電動パワーツールは、子供の
手の届かない場所に保管してください。操作
に慣れていないか、取扱説明書や助言書をお
読みいただいていない作業者には、電動パワ
ーツールを使用させないでください。電動パ
ワーツールは、訓練を受けていない作業者が
使用すると危険です。

e) 電動パワーツールとアクセサリーは、保守を
しながら使用してください。可動部品のずれ
や固着、部品の損傷、電動パワーツールの機
能に影響を及ぼすおそれがある他の不具合が
ないか点検してください。損傷している場合
は、電動パワーツールを修理してから使用し
てください。事故の多くは、保守が不適切な
電動パワーツールによって引き起こされてい
ます。

f) カッティングアタッチメントは、常に目立て
をした清潔な状態に保ってください。刃先を
目立てし、慎重に保守したカッティングアタ
ッチメントを使用すると、作動しなくなる可
能性は低くなり、制御が容易になります。

g) 電動パワーツール、アクセサリー、工具ビッ
ト等は、作業条件と実施する作業内容を考慮
しながら、これらの指示に従って使用してく
ださい。電動パワーツールを本来の用途以外
に使用すると、危険な状況が生じるおそれが
あります。

h) ハンドルやグリップの表面は、オイルやグリ
ースが付着していない、清潔で乾いた状態に
保ってください。ハンドルやグリップの表面
が滑りやすいと、電動パワーツールを適切に
操作できなくなり、想定外の状況が生じたと
きに制御を失います。

27.6 バッテリーツールの使用と保守
a) バッテリーを充電するときは、必ずメーカー

が指定した充電器を使用してください。特定
の種類のバッテリーパックに適した充電器を
他のバッテリーパックに使用すると、火災の
危険が生じることがあります。

b) パワーツールは、必ず専用バッテリーパック
と共に使用してください。他のバッテリーパ
ックを使用すると、ケガおよび火災の危険が
生じることがあります。

c) バッテリーパックを使用していないときは、
端子どうしを接続する可能性のあるペーパー
クリップ、硬貨、鍵、くぎ、ねじ等の小さな
金属製の物体に近付けないでください。バッ
テリー端子を短絡させると、火傷や火災の原
因になることがあります。

d) 不適切な方法で使用すると、バッテリー液が
漏れ出すことがあります。バッテリー液には
触れないでください。誤って触れた場合は、
水ですすいでください。バッテリー液が目に
入ったときは、さらに医師の診断を受けてく
ださい。バッテリーから漏れ出した液は、炎
症や火傷の原因になることがあります。

e) 損傷したり、改造したりしたバッテリーパッ
クやパワーツールは使用しないでください。
損傷したバッテリーや改造したバッテリーは
想定外の反応を示し、火災、爆発、負傷事故
を引き起こすおそれがあります。

f) バッテリーパックやパワーツールを火気や高
温にさらさないでください。火気または
130 °C (265 °F)以上の温度によって爆発が生
じるおそれがあります。

g) 充電に関する指示をすべて遵守し、バッテリ
ーパックやパワーツールは、取扱説明書に記
載されている温度範囲を超える環境下では充
電しないでください。不適切な方法で充電す
るか、規定の温度範囲外で充電すると、バッ
テリーが損傷し、火災が生じる危険が増すこ
とがあります。

27.7 修理点検
a) パワーツールの修理は認可を受けた修理技術

者に依頼し、同一交換部品のみを使用してく
ださい。これにより、パワーツールの安全性
を維持することができます。

b) 損傷したバッテリーは、絶対に修理しないで
ください。バッテリーパックの修理は、必ず
メーカーまたは認定を受けたサービス店に依
頼してください。
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